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与那国方言の系統的位置
ウエイン・ローレンス
１．はじめに
　日本最西端の島、与那国島は先島諸島のうちの八重山諸島に所属する火山島である。
与那国島の地理的な所属はこのようにはっきりしているのだが、与那国島の方言の系統
的所属については現今、下図の A,B,C に相当する三つの説が流布しており、いまだに
定説をみない。
北琉球方言
宮古方言
琉球方言 南琉球方言 中核八重山諸方言
八重山方言
A C
B
　A- 説は国立国語研究所（1963:15）や外間（1977:212）が提案する系譜関係で、与那
国方言を北琉球方言と南琉球方言の姉妹方言とするものである。国立国語研究所（1963）
が刊行された当時は与那国方言については断片的な資料しかなかった。与那国方言が琉
球方言の一つであることは判然としていたが、より詳密な所属は判じ得なかったため、
止むを得ず当座の措置として与那国方言を A に位置づけたとされている。しかし、最近
でも外間（2000:324-8; 2004:45）は A- 説を採用している。
　B- 説では与那国方言は南琉球方言の一つで、宮古方言、八重山方言の両方言群の姉妹
方言となる。この説をとる研究に平山（1966: 図 1)、野原（1997:2)、内間・野原（2006:
xv）等がある。
　C- 説は与那国方言を八重山方言の一つと見なす説で、宮良（1931)、加治工（1984:300；
2004:18-9)、ローレンス（2000）等がある。また、これらの研究の他に C- 説を踏襲す
る次の文言も見られる。
「八重山方言の中、与那国方言と波照間方言は、各々一区画として立ててよかろう。」
仲宗根（1961:21）
「与那国方言は、基層は八重山方言だが、複雑な言語変化を起こしたため、八重山方
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言から分化したものである。」
中本（1981:26）
「この方言［＝与那国方言（ＷＬ )] が、南グループの八重山方言に属する方言から
変化して生まれたものであることは、比較によって明らかである」
上村（1992:783）
　本稿の目的は、実際の言語資料に照らして上記三説の優劣を探り、定説の確立に寄与
することである。
　本稿では、本土方言は出典の表記をそのまま採用し、琉球諸方言の分節音は音韻表記
（tu=[tu],ti=[ti],si=[ i],cu=[tsu],ci=[ti],aa=[aː]）を使用する。与那国方言の母音
間の [ ] を /k/ とする。音調は簡易音声表記で、高音調は上線で表し、中低音調は無表
記とする。
２．Ａ -説の評価
　まずは次の日本本土方言の数詞の音調型の分布の比較から始めよう。
岩手県 千葉県 広島県 鹿児島県
盛岡市 1 多古町 2 広島市 3 鹿児島市 4
一 ヒトツ ヒトツ ヒトツ ヒトッ
二 フタツ フタツ フタツ フタッ
三 ミッツ ミッツ ミッツ ミッ
四 ヨッツ ヨッツ ヨッツ ヨッ～ヨッツ
五 エズツ イズツ イツツ イツッ
六 ムッツ ムッツ ムッツ ムッ
七 ナナツ ナナズ ナナツ ナナッ
八 ヤッツ ヤッツ ヤッツ ヤッ～ヤッツ
九 コゴノツ コゴノツ ココノツ ココノッ
十 トー トー トー トー
幾 エグズ イグズ イクツ 5 イクッ
　具体的な音調には違いはあるものの、盛岡市方言、多古町方言、広島市方言、鹿児島
市方言の各方言において、数詞を音調型で分類すると {1,5,7,9, 幾 } と {2,3,4,6,8,10}
の二範疇に区分できる。6 音調型による数詞のこの分布が偶然の一致でもないことを示す
のは、北琉球方言（奄美・沖縄方言群）にまったく同じ二範疇が存在する事実である。
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瀬戸内町 徳之島 沖永良部 与論島
諸鈍 7 亀津 8 知名 8 麦屋 9
一 t’ ït tiicï tiici cukatami
二 t’at taacï taaci takatami
三 mit miicï miici
四 jut juucï juuci
五 ʔit’ ït ʔicïcï ʔicicii
六 mut muucï muuci
七 nanat nanacï nanacii
八 jat jaacï jaaci jakatami
九 k‘uhoonot kunucï kunucii kunukatami
十 t‘uu tuu tuu tukatami
幾 ʔik’ut ʔikuci ʔikuci ʔikukatami
今帰仁村 糸満市 糸満市
与那嶺 10 瀬底 11 首里 12 新垣 13 奥武 14
一 cutukuma tiici tiici cukee t’iici
二 t‘atuukuma taaci taaci takee t’aaci
三 mituukuma miici miici mikee miici
四 jutuukuma juuci juuci jukee juuci
五 hicitukuuma ʔicicii ʔicici ʔicici
六 mutuukuma muuci muuci mukee muuci
七 nanatukuuma nanacii nanaci nanakee nanaci
八 jatuukuma jaaci jaaci jaaci
九 k‘unutukuuma kukunucii kukunuci kukunuci
十 t‘utuukuma tuu tuu tukee tuu
幾 hikutukuuma ʔikucii ʔikuci ikukee ʔikuci
　一方、宮古の諸方言となると、数詞の音調型によるこの分類には相違がみられる。
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池間 14 上地 14 大浦 14
一 sïsïcï pïtiicï pitiicï
二 futaacï futaacï futaacï
三 miicï miicï miicï
四 juucï juucï juucï
五 icïcï icïcï icïcï
六 cï mcï mcï
七 nanacï nanacï nanacï
八 jaacï jaacï jaacï
九 kkunucï kukunucï kukunucï
十 tuu tuu tuu
幾 ifucï ifucï ifucï
　宮古諸方言では、数詞は {1,5,7,9} と {2,3,4,6,8,10, 幾 } の二範疇とに分かれる。日
本本土方言および北琉球方言と比べると、「幾」が音調範疇を変えていることがわかる。
おもしろいことに、八重山諸島の方言も宮古諸方言と同じ分布を示している（ローレン
ス 1997:20 註２）。
西表島
石垣 15 竹富 16 鳩間 17 祖納 18 与那国 19
一 pitiizï hituttaara pusumusi pituuri t’uci
二 hutaazï hutattaara hutamusi hutaari t’aaci
三 miicï mittaara miimusi miitari miici
四 juucï juttaara juumusi juutari duuci
五 icïcï icittaara icimusi icitari icici
六 cï muttaara muumusi muutari muuci
七 nanacï nanattaara nanamusi nanatari nanaci
八 jaacï jattaara jaamusi jaatari daaci
九 kukunucï kunuttaara kunumusi kunutari kukunuci
十 tuu tuttaara tuumusi tuutari tuu
幾 ihucï hjuttaara gjuumusi juutari ikuci
　音調型分類による「幾」の所属は、与那国方言を南琉球方言の一つとして特徴付ける
有力な指標である。琉球祖語の {1,5,7,9, 幾 } と {2,3,4,6,8,10} の二範疇を比較してみ
ると、{1,5,7,9, 幾 } は多音節形態素を含むもので、{2,3,4,6,8,10} は、2
ふた
以外は単音
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節であることがわかる。この体系をより整然としたものにする変化として、2 が多音節
の範疇に移動することが考えられるが、南琉球諸方言で起こったのは、多音節の「幾」
が単音節中心の {2,3,4,6,8,10, 幾 } の範疇に移動するという、体系の単純化と考えられ
ない変化であった。20　A- 説では、この変化が与那国方言（の古い段階）と南琉球祖語
の二つの語派で、合わせて二回起こったとせざるを得ないが、これは極めて不自然な筋
書きだと言える。与那国方言は A- 説の系譜ではなく、B- 説か C- 説のいずれかの所属
ということになる。この結論を裏付けるものとして、「海」を意味する語形の分布がある。
　南琉球方言では「海」はイム系の発音であらわされる。
久松 ,池間 ,大神 ,与那覇 ,保良 ,多良間 im, 大浦 i
鳩間 i（歌謡ことば )21, 石垣 i -, 西表祖納 ,小浜 i , 竹富 ina, 波照間 inaga
　琉球祖語 *umi「海」は不規則的な音位転換（*umi ＞ *imu）を経て *im になったと
考えられる。与那国方言の「海」は naka[nnaga] であるが、「インヌフリムヌヤイユ、
アンキ°ヌフリムヌヤビンガ」「海の馬鹿は魚、陸地の馬鹿は男」（池間 1998:43）という
表現の中の iは南琉球方言の *im の系統を受継いでいる。*umi が *im に変化したのは
南琉球祖語の段階で、その時点では与那国方言はまだ南琉球祖語から分岐していなかっ
たと考えられる。
３．Ｂ -説とＣ -説の評価
　「篩」は多良間以北の琉球方言ではユリ系の語形であらわされる。
喜界島志戸桶 jui，大和浜 juri，湯湾 jui，徳之島亀津 jui，与論 jui
田嘉里 jui，津波 jui，今帰仁 jui，首里 jui，新垣 jui
池間 jui，長浜 jur，多良間 -jur
　高知県諸方言にも juri「箕に似たもので、米と籾をより分ける道具」（土居・浜田
1985）があるため、他動詞「揺る」の派生形を「篩」にあてる傾向が強いことがわかる。
しかし、八重山地方では「篩」を意味する単語はユリ系ではなく、ユラシ系になってい
るのが特徴的である。
石垣 jurasï，竹富 jurasi，小浜 jurasï，古見 jurasï 22，鳩間 jurasi，
西表祖納 jurasi，波照間 jurasï
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　なお、与那国方言では「篩」を duraci というが、これは他方言の jurasï に規則的に
対応する発音である。この分布から、古い語形はユリで、ユラシは革新形であることが
推察できる。しかし、「篩」は文化的な道具であるから、そのモノと共に語形が八重山の
他の地域から与那国に借入された可能性もある。が、次の二例は借用である蓋然性は低
いと思われる。
　「芽」は八重山方言ではbai系の語形（石垣,鳩間,古見bai,波照間bëë）になっているが、
同じ南琉球方言である宮古の方言には bai 系はなく、mii（城辺、西原）と mibai（池間（平
山 1983:953））がみられる。八重山の bai は *mibai「芽生え」から、語頭音節脱落（*mibai
＞ bai という不規則変化）によって出来た語形であると思われる。与那国方言も bai に
なっているということは、与那国方言はこの変化が起きた後で他の八重山方言から分岐
したことを意味する（ローレンス 2006:115）。これはすなわち C- 説の主張するところで
ある。
　八重山方言に＜知る＞を意味する動詞と同系の能力可能形があることが知られている
（平山・中本 1964:154；内間 1997a:67-70）。
石垣 kaki-ssi「書ける」 kaki-ssanu「書けない」
鳩間 kaki-see「書ける」 kaki-sanu「書けない」
　英語の可能動詞 can はゲルマン祖語 *kunnan（過去現在動詞形（preterite-present））
に遡り、＜知っている＞が原義である。また、フランス語の savoir という＜（情報や
事実を）知っている＞という意味の動詞も可能動詞（能力可能）として機能する（例
savoir nager「泳げる」）。すなわち、＜知る＞から＜可能＞へと機能推移をするのは自
然な変化過程であることが察せられる。しかし、ここで重要なのは、＜知る＞の能力可
能表示機能への発達は石垣方言等の中核八重山方言にみられるものだけではなく、与那
国方言にもみられることである（与那国 kati-c’u「書ける ｣，kati-c’anu「書けない」）。
この機能が宮古の諸方言にみられないことから、これは与那国方言と石垣方言等の中核
八重山方言の最近共通祖語の段階で起こった革新であると考えられ、C- 説を支持する現
象である。
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４．結　論
　以上の考察から、与那国方言は、他の八重山諸方言にしか見られない革新形（ユラシ
系の「篩」、バイ系の「芽」、知ル系の能力可能）を共有していることがわかる。このこ
とから、与那国方言を八重山方言の一つとみる C- 説（すなわち、下記の系統図）が妥
当であると結論づけられる。
北琉球方言
琉球方言 宮古方言
南琉球方言 中核八重山諸方言
八重山方言
与那国方言
謝辞
　方言形を教えて下さった加治工真市氏（鳩間方言）、河上親雄氏（竹富方言）、名根弘
氏（西表祖納方言）に対して記してお礼を申し上げる。
註
１　森下（1986）。
２　真田（1997）。
３　馬瀬（編）（1994）。
４　上村（他）（1997）。
５　この語形はアクセントの揺れがあり、ここでは馬瀬（編）（1994）の 1913 年、1929 年、
1943 年、1947 年および 1971 年生まれのインフォーマントのアクセントを掲げる。
６　盛岡市方言と広島市方言では無アクセント語の音調は低平である。＊トーなら語末ア
クセントの語形になるが、アクセントは重音節の末尾拍に留まれず、一拍前にずれる
と考える。
７　狩俣（1996:22-3,31,40,42,45,48）。
８　平山（1986）。
９　菊・高橋（2005:144）。-katami は肩に担ぐ荷を数える助数詞である。
10　仲宗根（1983）。-tukuma は所を数える助数詞である。
11　内間（1997b）。
12　国立国語研究所（1963）。
13　宜野座（1996）および宜野座氏からの私信。-kee は回数を数える助数詞である。
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14　平山（1967:225-30,237）。
15　宮城（2003）。
16　筆者による現地調査。-ttaara は俵を数える助数詞である。
17　加治工真市先生からの教示に依る。-musi は回数を数える助数詞である。
18　筆者による現地調査。-(ta)ri は人間を数える助数詞である。
19　平山（1967:225-30,237）。t’uci｢ 一つ ｣ のアクセントは、平山（1967）では語末アク
セントになっているが、上村（1992:787）では無アクセント（低平）である。
20　多良間方言(仲筋)の数詞の音調はpïticï，futaacï，miicï，juucï，icïcï，mcï，nanacï，
jaacï，kukunucï，tuu，ifucï( 平山 1967:225-30,237) で、｢ 幾 ｣ の音調は {1,5,7,9}
と同じ範疇になっているが、これは多良間方言では、数詞の音調は語頭形態素の末尾
分節音の長短に相関するように二次的に変化したと考えられる。
21　平山（他）（1992:655）。
22　大底（1998:15,17）。
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